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岩手経済研究 2012年 7月号 4 

〔
特
集
〕

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
槌
音

「東日本大震災から1年余、
復興は進んだか」

放送大学岩手学習センター所長

岩手県東日本大震災津波復興委員会
総合企画専門委員会委員長

徳美寮藤
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光
陰
、
ヒ
ト
を
待
た
ず
。
東
北
全
体
で
2
万
人
近
く
、

岩
手
県
内
だ
け
で
も
6
千
人
近
く
の
人
々
を
飲
み
込
ん

だ、

「平
成
の
大
津
波
災
害
」
か
ら
早
く
も
1
年
3
カ

月
が
過
ぎ
た
。
海
が
、
街
を
、
そ
し
て
住
処
を
襲
っ
た

あ
の
衝
撃
を
乗
り
越
え
よ
う
と
歩
み
始
め
た
私
た
ち
で

あ
る
が
、
時
の
流
れ
の
み
が
何
と
も
速
く
感
じ
ら
れ
る
。

そ
の
一
方
で
、
復
興
へ
の
歩
み
は
の
ろ
い
。

地
元
岩
手
で
、
地
域
防
災
の
研
究
と
実
践
に
関
わ
っ

て
き
た
一
人
と
し
て

「き
っ
と
来
る
」

「来
る
」「
必
ず

来
る
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
続
け
て
き
て
遭
遇
し
た
大
津

波
。
力
及
ば
ず
し
て
、
多
く
の
方
が
犠
牲
に
な
ら
れ
た

こ
と
に
世
促
た
る
思
い
で
あ
る
。
枯
れ
た
高
田
松
原
の

一
本
松
の
足
元
に
件
み
、
弱
音
を
許
し
て
い
た
だ
け
る

な
ら
・
・
・
で
き
れ
ば
生
き
て
い
る
聞
に
巡
り
合
い
た

く
は
な
か
っ
た
と
の
心
情
で
あ
る
。

そ
し
て
、
津
波
史
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
り
、
敬
愛

す
る
大
先
輩
で
あ
っ
た
山
下
文
男
氏
が
、
昨
年
ロ
月
日

日
に
釘
歳
で
亡
く
な
っ
た
(
図
表
1
)
。
津
波
に
襲
わ

れ
た
県
立
高
田
病
院
の
4
階
で
首
ま
で
水
に
つ
か
り
な

が
ら
「
老
い
の
一
徹
、
執
念
」
で
生
き
抜
い
た
の
で
あ
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山下氏の言卜報を伝える新聞

ー
へ
治
部
信
昭
和
総
持
日
付
時
謀
容
器

皿
山世

諮
問
問
一
臨
時
島
内
円
一
一
治
結
仙

一治

l

件
一段
通
し
対
策
訴
、
ぇ
!
咋

此
圃

』

住

民

意

識

の

前

世

発

に

尽

力

肝

盟

f
川

市E
量
滑
沖
地
持

1E沼

且
明
、

時
刻
出
ぷ
品
位
州
四

」
ん

器
縦
船
出
吋
闘
能
川

一
T
、

は
パ
マ
?
へ
の
山
幸
れ
ん
1
M
E
甘

旦
油
胤

諮
問
抑
制
即
時
問
機
体

」
海
岸

次代の地域づくり、

防災対応ヘ、「組織J
で取り組むべき転

換点。

最大級の大津波の

襲来、「てんでんこJ
を訴え続けた山下

文男さんの逝去。

岩手日報、2011年12月14日

図表 1る
が
、

つ
い
に
力
尽
き
た
。

約
加
年
前
の
、
釜
石
市
で
の
全
国
津
波
サ
ミ
ッ
ト
以

来
親
し
く
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
氏
が
唱
え
る
「
津
波

て
ん
で
ん
こ
」
が
、
究
極
の
津
波
対
応
と
小
生
も
確
信

し
た
。
い
か
に
ハ

l
ド、

ソ
フ
ト
対
策
を
進
め
て
も
、

人
が
逃
げ
な
け
れ
ば
命
は
救
わ
れ
な
い
。
時
に
、
バ
カ
の

一
つ
覚
え
と
那
撤
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
津
波
防

災
は
「
避
難
の
み
が
命
を
守
る
」
に
尽
き
る
の
で
あ
る
。

こ
の
想
い
は
変
わ
ら
な
い
。

一
方
で
、
多
く
の
犠
牲

者
を
出
す
大
津
波
に
現
実
に
遭
遇
し
た
こ
と
、
そ
し
て

一
生
を
か
け
て
津
波
か
ら
身
を
守
る
こ
と
を
訴
え
て
き

た
津
波
研
究
家
の
逝
去
を
、
組
織
的
な
津
波
防
災
の
取

り
組
み
へ
の
大
き
な
転
機
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
る
。

人
々
が
集
う
街
を
ど
う
再
建
す
る
の
か
、
近
い
将
来

に
繰
り
返
し
て
襲
う
で
あ
ろ
う
津
波
に
犠
牲
者
を
出
さ

な
い
た
め
に
安
全
な
街
づ
く
り
を
ど
う
進
め
る
か
が
、

私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
大
き
な
、
息
の
長
い
課
題
な
の

で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
は
、
震
災

一
周
年
の
節
目
に
、
放
送
大

学
岩
手
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
所
長
特
別
セ
ミ

ナ
l
(緊
急
第
2
回
)
と
し
て
行
っ
た
講
演
の
内
容
を

基
に
、
修
正
、
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
種
の
デ
l

タ
は
今
年
5
月
現
在
の
数
値
で
あ
る
。
そ
の
後
の
復
興

が
大
き
く
前
進
し
て
い
る
こ
と
を
期
待
し
つ
つ
、
こ
こ

で
は
遅
れ
て
い
る
復
興
の
課
題
を
主
に
取
り
上
げ
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。
筆
者
の
私
見
と
い
う
こ
と
で
ご
容
赦

を
い
た
だ
き
た
い
。

1
.
岩
手
県
津
波
復
興
計
画
の
趣
旨
と
概
要

川
策
定
の
意
義

リ
ア
ス
式
海
岸
の
限
ら
れ
た
低
地
に
広
が
っ
た
集
落

は
、
ほ
と
ん
ど
が
津
波
に
飲
み
込
ま
れ
た
。
岩
手
県
で

は
沿
岸
ロ
市
町
村
に
居
住
す
る
約
お
万
人
の
う
ち
約

8
・
8
万
人
が
浸
水
の
被
害
を
受
け
、
避
難
者
は
最
大

4
・
8
万
人
に
達
し
た
。
震
源
に
近
い
陸
前
高
田
市
、

大
槌
町
、
山
田
町
な
ど
は
市
街
地
が
ほ
と
ん
ど
壊
滅
し

た
。
昭
和
三
陸
地
震
津
波
で
全
滅
に
近
い
被
害
を
受
け

た
宮
古
市
田
老
地
区
(
旧
田
老
町
)
も
平
地
の
住
居
は

ほ
と
ん
ど
が
流
失
し
た
。
津
波
で
商
庖
や
ビ
ル
が
立
ち

並
ん
で
い
た
市
街
地
か
ら
周
辺
を
ぐ
る
り
と
見
渡
す

と
、
は
る
か
山
裾
か
ら
海
ま
で
見
渡
せ
る
の
は
ま
さ
に

異
様
な
光
景
で
あ
る
。

被
害
は
甚
大
か
つ
広
域
で
、
単
一
の
市
町
村
や
県
の

力
で
復
興
に
当
た
れ
る
た
ぐ
い
の
も
の
で
は
な
い
。
ま

た
、
多
く
の
市
町
村
で
は
、
被
災
者
の
救
援
や
復
興
の

中
心
と
な
る
役
場
が
浸
水
し
、
職
員
そ
の
も
の
が
被
災

し
、
大
槌
町
の
よ
う
に
リ
ー
ダ
ー
た
る
町
長
が
亡
く
な

っ
た
自
治
体
す
ら
あ
る
。

復
興
に
必
要
な
も
の
は
、
資
金
で
あ
る
。
日
本
国
の

借
金
が
い
く
ら
あ
ろ
う
と
、
そ
れ
は
国
に
面
倒
を
見
て

も
ら
う
以
外
に
方
法
は
な
い
。
そ
し
て
、
要
請
に
は
ど

の
よ
う
な
復
興
を
行
う
の
か
の
計
画
が
立
て
ら
れ
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
方
、
街
づ
く
り
の
基
本
は
、

住
民
が
自
分
た
ち
の
ま
ち
を
ど
の
よ
う
な
ま
ち
と
す
る

岩手経済研究 2012年 7月号

か
の
住
民
の
意
思
で
あ
る
も
の
の
、
被
災
し
た
地
域
に

そ
の
力
は
無
い
。
よ
っ
て
、
県
が
各
界
の
代
表
者
や
学

識
者
の
知
見
を
結
集
し
、
復
興
計
画
の
い
わ
ば
メ
ニ
ュ
ー

づ
く
り
を
急
ぎ
、
国
へ
の
支
援
要
請
と
地
域
の
復
興
計

画
策
定
の
叩
き
台
と
す
べ
く
策
定
を
急
ぐ
こ
と
と
し
た

も
の
で
あ
る
。

5 
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復
興
計
画
の
全
体
を
取
り
ま
と
め
る
「
岩
手
県
東
日

本
大
震
災
津
波
復
興
委
員
会
」
が
岩
手
県
商
工
会
議
所

連
ム、
β、
A 
A、
A 

長

岩
手
県
漁
業
協
同
組
A、
口

連
ム、
ロ
ム、
A 
A、
A 

長
な

ど
叩
名
の
各
界
代
表
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
そ
の
下
に

防
災
対
策
を
検
討
す
る
「
津
波
防
災
技
術
専
門
委
員

会
」
、
復
興
計
画
全
体
の
起
草
を
行
う
「
総
合
企
画
専

門
委
員
会
」
が
昨
年
4
月
末
ま
で
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
。

「
生
業

(
な
り
わ
い
こ
と

「
安
全
」

凶
柱
は

津
波
復
興
計
画
の
素
案
を
検
討
す
る
「
総
合
企
画
専

門
委
員
会
」

の
委
員
長
と
し
て
、
筆
者
が
特
に
こ
だ
わ

っ
た
柱
は
「
生
業
の
再
生
」
と

「安
全
を
守
る
ま
ち
づ

で
あ
る
(
図
表
2
)
。
モ
ノ
を
生
み
出
す
仕
事

が
興
さ
れ
生
活
が
成
り
立
た
な
け
れ
ば
、
人
々
が
集
う

ま
ち
は
存
在
し
得
な
い
。
人
が
住
ま
な
け
れ
ば
ま
ち
を

守
る
堤
防
も
、
道
路
も
、
鉄
道
も
、
学
校
も
、
病
院
も
な

ん
に
も
い
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
は
生
業
で
あ
る
。

一
方
、
遡
上
高
却
メ
ー
ト
ル
ク
ラ
ス
の
大
津
波
は
、

過
去
1
1
0年
間
で
三
度
も
三
陸
沿
岸
を
襲
っ
て
い
る
。

千
年
に
一
度
の
災
害
な
ら
、
そ
れ
は
そ
の
時
と
割
り
切
る

こ
と
も
出
来
よ
う
が
、
子
供
か
孫
の
時
代
に
は
ほ
ぼ
確
実

に
襲
来
す
る
災
害
で
あ
る
。
防
潮
堤
の
整
備
な
ど
ハ

l

ド
対
策
と
共
に
、
浸
水
地
の
住
居
の
高
台
移
転
、
土
地
の

か
さ
上
げ
な
ど
に
よ
る
新
た
な
街
づ
く
り
が
、
地
域
に

住
む
人
々
自
ら
の
協
議
で
描
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

図表2

総合企画専門委員長のこだわり

「太く、揺ぎない柱J

ちまちま言うな、基本は

仕事(生業)興す

安全を守る街づくり

緊急事態である、リーダーは

めざす方向のフラッグを明確に!

2、

同
復
興
計
画
の
概
要

昨
年
8
月
日
日
に
県
議
会
で

8
年
間
に
わ
た
る

「岩

手
県
東
日
本
大
震
災
津
波
復
興
基
本
計
画
」
と
平
成
お

年
度
か
ら
お
年
度
ま
で
の
「
第
1
期
復
興
実
施
計
画
」

9
月
日
日
の
県
議
選
、
知

が
了
承
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

事
選
を
経
て
、
再
選
さ
れ
た
達
増
拓
也
岩
手
県
知
事
の

下
で
、
実
質
的
な
復
興
へ
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
。

基
本
計
画
で
は
、
復
興
へ
の

3
原
則
と
し
て
、
生
業

の
再
生
、
安
全
の
確
保
、

暮
ら
し
の
再
生
が
掲
げ
ら
れ

て
い
る
(
図
表
3
)
。
今
回
の
災
害
の
教
訓
か
ら
、
防

潮
堤
・
湾
口
防
波
堤
な
ど
効
果
は
あ
っ
た
も
の
の
、

ハ
ー
ド
の
み
で
の
防
御
は
困
難
で
あ
る
一
方
で
、
避
難

訓
練
、
地
域
や
学
校
で
の
防
災
教
育
は

一
定
の
寄
与
が

復興に向けた3つの原則図表3

~~可田園 津波によ り 再び人命が失われる・E帯型司・ ことのないよう、多重防災型ま
ーー・〓 遺伝ヨーー ちづ〈りを行うとともに、災害/'¥強交通ヰトつを概川住民の安全在確保する.

←→鵬彊
生産者が意欲と希望を持って生産活動
を行うとともに、生産体制の構築基盤
整備、金融面や制度面の支援などを行う
ことによ り、地域産業の再生を図る.

さらに、地域の特色を生かした商品やサ
ピスの創出や高付加価値化などの取
組を支援することにより、地域経済の活
性化を図る.

住宅の供給や仕事の確保など、地
域住民それぞれの生活の再建在図
る。

さらに、医療福祉介護体制な
ど、生命と心身の健康を守るシス
テムや教育環境の再構築、地域コ
ミ斗ニティ活動への支援などによ
り、地域の再建を図る.

岩手経済研究 2012年 7月号 6 

岩手県東日本大震災復興計画、復興基本計画(岩手県、平成23年8月)

あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
津
波
は
必
ず
ま
た
来

る
と
の
認
識
の
も
と
に
、
再
び
人
命
が
失
わ
れ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
、
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
海
岸
保
全
施
設

(
た
だ
し
、
今
回
の
津
波
を
防
御
す
る
高
さ
の
防
潮
堤

は
計
画
さ
れ
て
い
な
い
)
や
、
街
づ
く
り
、

ソ
フ
ト
対

策
を
組
み
合
わ
せ
た
多
重
防
災
型
ま
ち
づ
く
り
を
行

い
、
災
害
文
化
を
醸
成
し
て
継
承
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
主
な
取
り
組
み
項
目
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
安
全
の
確
保

-
防
災
の
街
づ
く
り

災
害
に
強
く
安
全
安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
る
防
災
都

市
・
地
域
づ
く
り
、
故
郷
へ
の
思
い
を
生
か
し
た
豊

か
で
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
。
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-
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

災
害
に
強
い
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
。

②
暮
ら
し
の
再
建

-
生
活
・
雇
用

被
災
者
の
生
活
の
安
定
と
住
環
境
再
建
へ
の
支
援
。

雇
用
維
持
・
創
出
と
就
業
支
援
。

-
保
健
・
医
療
・
福
祉

災
害
に
強
く
質
の
高
い
保
健
・
医
療
・
福
祉
提
供
体

制
の
整
備
。
健
康
の
維
持
・
増
進
や
心
の
ケ
ア
の
推

進
や
要
保
護
児
童
な
ど
へ
の
支
援
。

-
教
育

・
文
化

き
め
細
か
な
学
校
教
育
の
実
践
と
教
育
環
境
の
整

備
・
充
実
。
文
化
芸
術
環
境
の
整
備
や
伝
承
文
化
な

ど
の
保
存
と
継
承
。
社
会
教
育
・
生
涯
学
習
環
境
の

整
備
。
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
環
境
の
整

備
-
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
生
・
活
発
化
。

-
市
町
村
行
政
機
能

行
政
機
能
の
回
復
。

③
生
業
(
な
り
わ
い
)

の
再
生

-
水
産
業
・
農
林
業

漁
業
協
同
組
合
を
核
と
し
た
漁
業
・
養
殖
業
の
構
築
、

産
地
魚
市
場
を
核
と
し
た
流
通
・
加
工
体
制
の
構
築
、

漁
港
な
ど
の
整
備
。
地
域
特
性
を
生
か
し
た
生
産
性
・

収
益
性
の
高
い
農
業
の
実
現
。
地
域
の
木
材
を
活
用

し
た
加
工
体
制
な
ど
の
再
生
。

-
商
工
業

中
小
企
業
へ
の
再
建
支
援
と
復
興
に
向
け
た
取
り
組

み
。
も
の
づ
く
り
産
業
の
再
生
。

-
観
光
観
光
資
源
の
再
生
と
新
た
な
魅
力
の
創
造
、
振
興

の
動
き
と
連
動
し
た
全
県
的
誘
客
へ
の
取
り
組
み
。

ま
た
、

8
年
間
の
災
害
復
旧
の
先
を
見
据
え
た
長
期

的
視
点
で
の
三
陸
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
リ

ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
な
ど

「国
際
研
究
交
流
拠
点
形
成
」
、
「
さ

ん
り
く
エ
コ
タ
ウ
ン
形
成
」
、
「
津
波
伝
承
ま
ち
づ
く
り
」

な
ど
が
掲
げ
ら
れ
た
。

県
の
各
部
局
か
ら
復
興
計
画
と
し
て
提
示
さ
れ
た
事

業
は
多
岐
に
わ
た
り
、
中
に
は
長
期
的
な
総
合
計
画
の

中
で
対
応
し
て
も
実
現
困
難
な
も
の
も
含
ま
れ
て
い

た
。
こ
の
た
び
の
災
害
は
戦
後
最
大
の
非
常
事
態
で
あ

る
。
復
興
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
迅
速
さ
と
実
現
性
で

あ
り
、
政
治
(
行
政
)
力
と
は
提
案
の
高
尚
さ
で
は
な

く
、
よ
り
ま
し
な
こ
と
を

「実
行
」
す
る
力
で
あ
る
。

あ
り
て
い
に
言
え
ば
、
百
の
理
屈
よ
り

一
歩
前
進
、
と

の
認
識
で
、
委
員
長
は
事
業
を
絞
る
べ
き
と
考
え
て
い

た
。

一
方
で
、
国
の
支
援
を
仰
ぐ
に
は
復
興
計
画
に
掲

げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
必
須
と
な
る
。

結
果
と
し
て
、
復
興
計
画
に
基
づ
い
て
県
が
作
成
し

た
第
1
期
復
興
実
施
計
画
に
は

4
4
1
の
事
業
が
盛
り

込
ま
れ
、

い
さ
さ
か
総
花
的
に
な
っ
た
と
の
指
摘
は
甘

受
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
思
う
。

2
.
進
ま
ぬ
復
興
は
な
ぜ
?

川
復
興
の
現
状

初
め
て
経
験
す
る
巨
大
な
自
然
災
害
に
、
多
く
の
日

本
人
は
被
災
者
と
同
じ
悲
し
み
を
共
有
し
、
全
国
的
な

支
援
の
輸
が
広
が
っ
た
。

一
方
で
、
国
の
危
機
管
理
へ

の
認
識
は
余
り
に
心
許
無
か
っ
た
。
い
ま
だ
党
利
党
略

の
抗
争
に
明
け
暮
れ
、
国
民
の
生
命
を
守
る
責
務
を
放

棄
し
た
体
た
ら
く
は
論
外
で
あ
る
。

9
カ
月
を
過
ぎ
て
、
よ
う
や
く
、
よ
う
や
く
、
第
3

次
補
正
予
算
が
成
立
し
た
。
震
災
対
応
へ

9
・
2
兆
円

が
積
み
上
げ
ら
れ
、
復
興
は
急
激
に
進
展
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
た
。
今
年
3
月
に
は
養
殖
ワ
カ
メ
の
震
災
後

初
め
て
の
合
同
入
札
が
行
わ
れ
、

5
月
に
は
山
田
町
の

岩手経済研究 2012年 7月号

5
水
産
加
工
業
者
が
共
同
で
ネ
ッ
ト
販
売
を
始
め
る
な

ど
、
浜
の
人
々
は
た
く
ま
し
く
前
に
進
も
う
と
し
て
い

る
状
況
は
散
見
さ
れ
る
。
し
か
し
、
-
年
を
過
ぎ
て
も

「
根
本
的
」
な
復
興
の
歩
み
は
著
し
く
の
ろ
い
と
筆
者

の
目
に
は
映
る
。

7 
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市
街
地
の
目
に
付
く
と
こ
ろ
か
ら
は
、
が
れ
き
は
こ

の
1
年
で
ほ
と
ん
ど
が
撤
去
さ
れ
た
。
し
か
し
、
放
射

線
の
安
全
性
に
対
す
る
疑
念
や
政
府
の
指
針
へ
の
不
信

な
ど
が
、
被
災
地
以
外
で
の
速
や
か
な
処
分
を
妨
げ
る

要
因
と
な
り
、
焼
却
な
ど
の
処
分
率
は
1
割
程
度
に
過

ぎ
な
い
。
壊
滅
的
被
害
を
受
け
た
陸
前
高
田
市
・
大
槌

町
・
山
田
町
・
宮
古
市
田
老
地
区
な
ど
で
は
撤
去
さ
れ

た
市
街
地
も
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
土
台
の
み
が
連
な
る

広
大
な
更
地
の
ま
ま
で
あ
る
(
図
表
4
)
。
降
雪
の
あ

と
は
、
何
も
遮
る
も
の
が
な
い
雪
原
で
あ
っ
た
。

建
物
の

2
階
部
分
ま
で
浸
水
し
た
釜
石
市
の
中
心
部

商
庖
街
は
、
居
酒
屋
や
美
容
院
な
ど
修
復
再
開
し
た
商

更地のままの大槌町 (2012年4月20日)図表4

庖
が
散
見
さ
れ
る
も
の
の
、
大
多
数
の
庖
舗
は
昨
年
の

夏
と
ほ
と
ん
ど
状
況
は
変
わ
ら
な
い
(
図
表
5
)
。
1

階
部
分
が
が
れ
き
で
埋
ま
っ
て
い
る
庖
舗
も
あ
り
、
再

開
の
目
途
は
な
い
。

岩
手
県
が
総
合
企
画
専
門
委
員
会
の
提
案
に
基
づ
い

て
実
施
し
て
い
る
「
復
興
ウ
オ
ッ
チ
ャ

l
調
査
」
(
今

年
2
月
時
点
)
に
よ
れ
ば
、
生
活
の
回
復
度
で
「
回
復

し
て
い
な
い
」
「
あ
ま
り
回
復
し
て
い
な
い
」
と
の
回

答
が
約
貯
%
、
地
域
経
済
の
回
復
度
で
同
じ
く
約
問
%

で
あ
り
、
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
達
成
度
で
は
「
達
成

し
て
い
な
い
」
「
あ
ま
り
達
成
し
て
い
な
い
」
が
初
%

に
上
っ
て
お
り
、
復
興
の
実
感
が
薄
い
。

図表5 一部は再建されたが、多くは破壊された
ままの釜石市商庖街 (2012年4月20日)

号グ

凶
ま
ち
い
つ
く
り
へ
の
障
害

岩
手
県
の
復
興
計
画
を
叩
き
台
に
、
被
災
市
町
村
で

は
地
域
ご
と
の
住
民
と
の
協
議
を
踏
ま
え
て
、
浸
水
地

域
の
高
台
移
転
を
含
め
た
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
計
画

8 岩手経済研究 2012年 7月号

策
定
を
進
め
て
い
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
地
域
づ
く
り
に
お
い
て
重
要
な

こ
と
は
、
地
域
の
声
・
住
民
の
声
を
重
視
す
る
こ
と
で

あ
る
。
ま
た
、
自
治
体
が
国
の
補
助
で
高
台
な
ど
へ
住

居
を
移
転
す
る
「
集
団
移
転
促
進
事
業
」
を
進
め
る
に

は
、
移
転
元
の
土
地
は
建
築
制
限
が
か
け
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
全
世
帯
の
合
意
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
合
意
は

容
易
で
は
な
い
(
図
表
6
)
。

さ
ら
に
、
新
し
い
土
地
の
取
得
、
家
屋
の
新
築
費
用

は
移
転
者
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。
後
述
す
る
「
生

業
の
再
興
」
が
早
期
に
図
ら
れ
た
場
合
で
も
高
齢
者
が

新
た
な
住
宅
ロ

l
ン
を
組
む
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
。

浸
水
し
た
移
転
元
の
土
地
を
公
的
機
関
が
買
い
上
げ

る
、
あ
る
い
は
借
り
上
げ
る
な
ど
の
措
置
が
な
け
れ
ば
、

街
づ
く
り
そ
の
も
の
の
進
展
は
勿
論
、
実
施
計
画
も
確

定
で
き
な
い
。
よ
っ
て
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
目
途

が
描
け
な
い
の
で
あ
る
。

私
事
に
な
る
が
、

U
歳
の
筆
者
は
盛
岡
市
内
の
雫
石

川
の
辺
り
に
住
む
。
洪
水
で
土
地
ご
と
流
失
し
た
ら
、

定
年
退
職
後
の
者
に
銀
行
は
住
宅
ロ

l
ン
を
組
ま
せ
て

は
く
れ
な
い
。
い
わ
ん
や
組
め
て
も
返
済
の
メ
ド
が
な



4・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・h
_"園・・4・・・・・.，.........・・... ー-・・・・ha・・U L;;..-"・4・・E過ご..".ニニー・・・111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111I1111111111111111111111111111I111[11111111111111111111111111111111111川111111111111111111111111111111111111111111111111111111山川川111川川山1111111111111111111111111111111111111111111I111111111111I11111111111111

い
。
老
妻
と
い
っ
消
え
る
か
不
安
な
年
金
を
当
て
に
し

て
公
営
住
宅
に
閉
じ
こ
も
り
、
人
生
の
終
罵
を
待
つ
し

か
な
い
の
で
は
な
い
か
。

ヒ
ト
ゴ
ト
で
は
な
い
。

阪
神
淡
路
大
震
災
後
、

2
5
0
0
万
人
の
署
名
活
動

で
、
自
然
災
害
被
災
者
へ
の
国
家
的
支
援
を
行
う
被
災

者
生
活
再
建
支
援
法
が
制
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
改
良

を
経
た
が
、
全
壊
家
屋
で
も
最
高
3
0
0
万
円
の
支
給

で
、
生
活
の
再
建
は
不
可
能
で
あ
る
。
せ
め
て
移
転
地

と
移
転
元
の
土
地
と
の
等
価
交
換
な
ど
の
手
段
で
土
地

だ
け
で
も
供
与
で
き
る
道
は
模
索
で
き
な
い
も
の
か
。

高地移転・まちづくりの課題を伝える新聞、その後進展はわずか
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図表6

同
水
産
加
工
業
へ
の
支
援
不
足

-
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
ひ
と
が
集
う
に
は
モ
ノ
を

生
み
出
す
産
業
が
不
可
欠
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、

漁
業
、
水
産
加
工
は
三
陸
沿
岸
の
産
業
の
柱
で
あ
る
。

津
波
に
よ
っ
て
、
約
1
万
3
千
隻
の
漁
船
、

1
4
4
カ

用所
すの
る水
漁産
船加
な工
ど施
の設
整が
備損
支壊
援し
事た
業
に漁
よ業
り者
約が
3 共
千同
隻利

以
上
の
漁
船
が
新
造
さ
れ
る
な
ど
一
定
の
前
進
は
見
ら

れ
る
も
の
の
、
水
産
加
工
施
設
の
再
建
は
遅
れ
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
計
画
の
遅
れ
に
よ
り
、
浸
水
区
域
内
の

工
場
の
再
建
計
画
が
立
て
ら
れ
な
い
こ
と
と
共
に
、
資

金
援
助
の
仕
組
み
が
適
切
で
な
い
こ
と
も
要
因
で
あ

る
。
膨
大
か
つ
級
密
な
計
画
書
の
作
成
、
公
的
資
金
の

支
援
は
工
場
が
完
成
し
た
後
に
な
る
こ
と
な
ど
中
小
企

業
に
は
使
い
づ
ら
さ
が
目
立
っ
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
失

業
手
当
が
切
れ
、
働
き
手
の
地
域
か
ら
の
流
出
は
急
増

し
、
沿
岸
の
ま
ち
そ
の
も
の
が
喪
失
す
る
危
倶
す
ら
感

じ
ら
れ
る
。
個
人
住
宅
へ
の
公
的
支
援
が
法
的
に
可
能

で
あ
り
、
民
間
企
業
の
工
場
へ
の
支
援
を
行
う
制
度
の

拡
充
と
柔
軟
な
運
用
が
で
き
な
い
も
の
か
と
思
う
。

… (4) 

莱使
かし、
G づ
照ら
語い

崩復
T. E田
豆興

は守

息荷
宗金

星特
長区

し
か

も
省
庁
ご
と
に
枠
を
は
め
ら
れ
て
い
る
。
第
3
次
補
正

に
よ
る
復
興
財
源
も
し
か
り
で
、

5
省
庁
(
国
土
交
通

学
省
)

省
・
経
済
産
業
省
・
環
境
省
・
厚
生
労
働
省
・
文
部
科

の
判
事
業
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
、

5
省

庁
で
判
事
業
な
の
か
(
図
表
7
)
。

復
興
に
必
要
な
事
業
は
被
災
自
治
体
ご
と
で
異
な
っ

て
い
る
の
に
、
自
治
体
・
住
民
の
主
体
性
を
尊
重
で
き

る
形
に
な
っ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
各
省
が
平
常
時
の

法
律
や
規
則
の
中
で
厳
し
く
査
定
す
る
た
め
、
非
常
時

の
対
応
に
応
え
き
れ
て
い
な
い
。
自
治
体
は
、
地
方
に

金
と
人
が
な
い
中
で
、
必
事
業
に
該
当
す
る
よ
う
に
事

業
内
容
の
ね
じ
曲
げ
や
計
画
書
の
整
合
性
作
り
に
徒
労

を
重
ね
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
し
て
、
未
来
を
見
据
え
た

復興交付金の使いにくさを指摘する新聞図表7

申請手続きがやっかい、
事業が限定、縛り多し。
改善は?
朝日新聞、2012年1月22日

岩手経済研究 2012年 7月号9 
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ビ
ジ
ョ
ン
は
描
け
な
い
。

一
例
を
挙
げ
よ
う
。
防
潮
堤
の
完
成
や
、
高
台
移
転
、

か
さ
上
げ
な
ど
で
安
全
な
ま
ち
が
構
築
さ
れ
る
ま
で
、

地
域
づ
く
り
を
待
っ
て
い
ら
れ
な
い
。
壊
滅
的
被
害
を

受
け
な
い
で
あ
ろ
う
比
較
的
安
全
な
土
地
を
盛
土
し
、

複
合
施
設
を
建
設
し
て
ま
ち
の
再
生
を
図
る
試
案
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。

1
階
は
警
察
と
消
防
、

2
階
は
商
庖

街、

3
階
は
医
療
施
設
、

4
階
は
地
域
交
流
施
設
、
あ

る
い
は

1
・
2
階
は
学
校
、

3
階
は
老
人
福
祉
施
設
、

4
階
は
万
一
の
避
難
場
所
と
い
っ
た
建
物
を
核
と
し
て

つ
く
る
。
周
辺
に
公
的
住
宅
を
配
置
し
て
も
い
い
。
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
の
自
活
を
目
指
せ
ば
、
国
の
環

境
未
来
都
市
構
想
の
一
翼
を
担
う
こ
と
に
も
な
る
。
こ

う
し
た
構
想
は
、
人
口
減
少
で
疲
弊
し
て
い
る
地
域
を
、

安
全
と
福
祉
と
地
域
活
性
化
を
融
合
し
た
コ
ミ
ユ
ニ
テ

ィ
ー
と
し
て
再
生
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

土
地
の
か
さ
上
げ
は
国
土
交
通
省
、
商
庖
街
は
経
済
産

業
省
、
医
療
福
祉
は
厚
生
労
働
省
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
環
境
省
、
学
校
は
文
部
科
学
省
の
所
轄
で
あ
り
、
壁

を
乗
り
越
え
て
横
断
的
に
事
業
を
推
進
す
る
す
べ
は
な

い
と
聞
く
。

そ
の
弊
害
を
取
り
除
く
た
め
の
切
り
札
が
、
省
庁
を

統
括
し
て
一
元
的
に
復
興
を
進
め
る
復
興
庁
の
創
設

と
、
既
存
の
縛
り
を
解
き
ほ
ぐ
す
た
め
の
復
興
特
別
区

域
(
特
区
)
の
認
定
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
、
現
実
に
は
、
復
興
庁
の
創
設
は
復
興
支
援

の
査
定
に
屋
上
屋
を
架
し
た
に
過
ぎ
ず
と
の
批
判
も
あ

り
、
特
区
で
緩
和
さ
れ
る
規
制
の
効
果
も
限
定
的
で
あ

る
。
例
え
ば
、
本
県
の
「
産
業
再
生
特
区
」
で
認
め
ら

れ
た
被
災
地
に
進
出
す
る
企
業
の
法
人
税
の
免
除
も
、

全
額
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
本
県
に
本
庖
を
置
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
細
か
な
制
約
が
あ
り
、
新
規

企
業
立
地
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
。

3 (5) 

自
11 ~ム
大体
震の
奈申
な面
かに
つな

宇る
t，財
5客
地
域
の
活
力

は
右
肩
下
が
り
で
あ
る
。
そ
の
線
上
に
ど
う
に
か
「
復

興
」
し
で
も
先
の
展
望
は
な
い
。
震
災
を
パ
ネ
と
し
て
、

地
域
が
自
立
す
る
政
策
の
も
と
に
、
新
た
な
地
方
と
国

の
関
係
が
築
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

昭
和
の
大
津
波
か
ら
の
復
興
に
際
し
て
も
、
地
域
振

興
を
名
目

規
模
水
力
XR 
ブロ
電
支
援
な
ど
の
施
策
が
講

じ
ら
れ
た
が
、
電
力
は
首
都
圏
に
供
給
さ
れ
た
。
高
度

経
済
成
長
期
に
は
、
地
方
は
、
大
規
模
電
源
開
発
に
よ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
さ
ら
に
労
働
力
の
供
給
基
地
と
な
っ

た
。
そ
の
代
価
と
し
て
の
補
助
金
・
交
付
金
漬
に
な
り
、

自
活
す
る
力
を
失
っ
た
。
今
の
原
子
力
発
電
所
の
課
題

も
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
。

首
都
圏
で
使
用
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
野
菜
・
肉

魚
を
安
価
に
供
給
し
て
い
る
の
は
地
方
で
あ
る
。
地
方

な
か
り
せ
ば
首
都
圏
は
も
と
よ
り
、
わ
が
日
本
は
成
り

10 

立
た
な
い
。
固
と
地
域
の
良
好
な
関
係
を
発
展
さ
せ
る
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に
は
、
住
民
の
自
治
を
国
が
支
え
る
こ
と
を
基
本
に
中

央
主
権
か
ら
地
方
自
治
へ
の
転
換
を
図
る
こ
と
、
被
災

地
に
生
業
を
作
り
出
す
た
め
に
自
治
体
が
自
由
に
使
え

る
資
金
を
支
援
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

被
災
地
域
か
ら
未
来
地
域
へ
の
復
興
の
本
質
は
、
新

た
な
固
と
地
方
と
の
関
係
の
創
出
に
あ
る
と
、
筆
者
は

考
え
る
の
で
あ
る
。

3
.
沿
岸
地
域
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
ど
う
描
く
か

( 1 ) 

定国
のの

露支
詳援

縁台
の毛見

手状
当を
t二J: .I!1. 
品I ::Sι 

石室
22 
もか
の
の

資

金
は
現
場
ま
で
流
れ
て
い
な
い
。
国
の
対
応
は
あ
ま
り

に
遅
く
、
政
局
絡
み
の
混
迷
の
ま
ま
で
は
、
被
災
地
の

未
来
は
見
通
せ
な
い
。
生
業
の
再
興
が
い
つ
ま
で
も
滞

り
、
人
が
流
出
す
る
危
倶
は
拭
え
切
れ
な
い
の
で
あ
る
。

架
空
の
物
語
で
は
あ
る
が
、
岩
手
に
は
「
吉
里
吉
里

国
」
の
例
も
あ
れ
ば
、

「
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
島
」

も
あ
る
。
県
知
事
・
市
町
村
長
が
一
連
托
生
で
、
さ
ら

に
強
く
国
に
働
き
か
け
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

県
民
は
パ
ス
を
連
ね
て
永
田
町
に
デ
モ
に
行
こ
う
で
は

な
い
か
。
極
論
で
あ
る
が
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
に
は
、

固
か
ら
独
立
す
る
く
ら
い
の
気
概
で
復
興
事
業
の
推
進
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に
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
ほ
し
い
。

凶
求
め
ら
れ
る
ビ
ジ
ョ
ン
の
共
有

津
波
で
被
災
し
た
沿
岸
地
域
は
、
人
口
減
少
・
高
齢

化
な
ど
震
災
が
な
く
て
も
先
細
り
の
厳
し
い
状
況
に
あ

っ
た
の
も
現
実
で
あ
る
。
復
興
ま
ち
づ
く
り
は
、
住
民

の
意
思
に
よ
っ
て
描
か
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、

市
町
村
さ
ら
に
は
集
落
ご
と
に
独
自
に
進
め
ら
れ
る
こ

と
も
重
要
で
あ
る
。

一
方
で
、
縦
貫
道
お
よ
び
内
陸
と

の
肋
骨
道
路
の
整
備
が
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
沿
岸

地
域
が

一
体
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有

で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
。
沿
岸
市
町
村
長
は
、
津

波
で
ヒ
ビ
割
れ
た
茶
碗
で
冷
酒
で
も
酌
み
交
わ
し
な
が

ら
で
も
い
い
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
地
域
の
大
き
な
方
向

性
を
語
り
合
い
、
ベ
ク
ト
ル
を
共
有
す
る
こ
と
が
あ
っ

て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
三
陸
鉄
道
を
地
域
の
鉄
路

と
し
て
ど
う
活
用
す
る
の
か
、
既
存
の
観
光
資
源
で
世

界
か
ら
人
は
集
ま
る
の
か
。
時
に
は
知
事
も
含
め
て
、
本

音
の
議
論
で
連
携
の
緋
を
深
め
る
こ
と
も
必
要
と
考
え

る同
イ
ン
フ
ラ
を
共
有
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を

そ
れ
で
は
、
ど
ん
な
未
来
像
を
目
指
す
べ
き
な
の
か
。

少
子
化
と
高
齢
化
を
食
い
止
め
る
こ
と
は
容
易
で
は
な

い
。
小
集
落
の
す
べ
て
を
遠
い
将
来
ま
で
維
持
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
の
拠
点
に
都
市
機
能

を
す
べ
て
整
備
す
る
こ
と
も
容
易
で
は
な
い
。
ま
た
、

生
業
な
き
ま
ま
高
齢
者
が
公
営
住
宅
に
集
ま
っ
て
も
、

ま
ち
と
し
て
機
能
は
し
な
い
。

一
方
で
、
整
備
さ
れ
る
道
路
網
は
地
域
を
つ
な
ぐ
新

た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
動
脈
に
な
り
う
る
。
中
核
都
市

に
病
院
・
学
校
・
老
人
福
祉
施
設
な
ど
を
配
置
す
れ

ば
、
地
域
全
体
で
イ
ン
フ
ラ
を
共
有
で
き
る
。
コ
ン
ペ

イ
ト
l
の
角
の
よ
う
に
、
地
域
ご
と
に
特
徴
あ
る
産
業

図表8

現実:人口減少・高齢化、

復旧ではない一新しい地域づくり

右肩下がり

例えば、 108漁港・ 24漁協?縦貫道と三鉄共存できる

か?観光立国で世界から呼べるか・・・などの議論はタ

ブー、首長は言い出せない。省庁の方針に領くしかない。

「沿岸市町村未来ビジョン会議Jといった未来創造を議論
する場を!

交通網で繋がり、インフラを共有する

特徴あるコンパクトシティを目指す

を
集
中
的
に
興
せ
ば
生
業
の
源
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、

縦
貫
道
と
肋
骨
道
路
で
イ
ン
フ
ラ
を
共
有
す
る
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
の
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
ば
な
い
か
(
図
表

8
)
。例え

ば
、
種
市
の
ウ
ニ
、
気
仙
の
フ
カ
ヒ
レ
の
ご
と

く
付
加
価
値
を
付
与
し
た
産
品
も
あ
る
。
こ
と
は
そ
う

簡
単
で
は
な
い
が
、
そ
れ
が
で
き
な
け
れ
ば
、
三
陸
沿

岸
の
ま
ち
は
存
続
し
得
な
い
の
で
は
な
い
か
。
自
活
す

る
地
域
へ
の
転
換
が
で
き
れ
ば
、
復
興
へ
の
厳
し
い
道

の
り
は
、
未
来
に
向
け
た
希
望
の
灯
火
に
照
ら
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
と
思
う
の
で
あ
る
。

〔
追
記
〕
「
い
わ
て
未
来
"
つ
く
り
機
構
」

「
い
わ
て
未
来
づ
く
り
機
構
」
は
、
平
成
幼
年
に
立

へ
の
期
待

ち
上
げ
ら
れ
た
、
ォ

l
ル
岩
手
で
地
域
の
振
興
に
ク
汗

を
流
す
。
組
織
の
連
合
で
あ
る
。
岩
手
県
知
事
・
岩
手

県
商
工
会
議
所
連
合
会
会
長
・
岩
手
大
学
長
が
共
同
代

表
を
務
め
、
岩
手
経
済
同
友
会
・
岩
手
県
農
業
協
同
組

合
中
央
会
・
岩
手
県
銀
行
協
会
な
ど
県
内
産
学
官
の
主
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要
な
組
織

ω余
が
参
加
す
る
。

他
地
域
に
先
駆
け
た
人
と
組
織
の
連
携
体
制
が
こ
の

非
常
時
に
こ
そ
、
結
集
し
て
岩
手
の
復
興
に
貢
献
す
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
立
ち
上
げ
に
参
画
し
た

一
人

と
し
て
、
特
記
し
て
お
き
た
い
。
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